
人と環境にやさしいトランジットモデル都市をめざして RACDA

　路面電車を伸ばそう、という運動を

やっていて、よく聞く意見といえば、

「この自動車社会に路面電車なんて時

代おくれ」

「今でもほとんど乗ってないのに、伸

ばしてどうするの」

というものがある。

　確かに昼間の路面電車を見ると、パ

ラパラ乗っているだけだが、朝晩の渋

滞時には車の間をスイスイと走ってい

る。

　 こ こ で 自 動 車 社 会 と い う も の を

ちょっと考えてみよう。確かに自動車

はドアーツードアで、実に便利だ。だ

が混みだすとたちまち大きなお荷物に

なる。

　日曜日に天満屋周辺に出かけると、

駐車場に入るだけで渋滞し、３０分も

並んでやっと入ると、もう駐車料金が

気になってしかたない。天満屋から商

店 街 を 散 策 し て、 た と え ば シ ン フ ォ

ニ ー の と こ ろ で 珍 し い 友 達 に あ っ た

としても、お酒を飲むこともできない

し、やっぱり天満屋まで戻るしかない。

自動車を使うということは、運送手段

を背負って歩いているようなものなの

だ。

　渋滞に巻き込まれた時を考えてみよ

う。全長５ｍの車が５ｍの間隔で渋滞

しているとしよう。１０ｍで一台、一

台あたり１．２人乗っているとすれば、

１ｋｍの渋滞でたった１２０人いるだ

けだ。もし車を取り去ると、道路の上

に８ｍおきに人がポツンポツンと立っ

ているにすぎない。それなのに我々

は「なんでこんなに渋滞するんだ」と

怒ったり、いらついたりして、渋滞を

人のせいにしている。渋滞しているの

は、あなたが車で出てきているからで

すよ。

　道路というものは、自動車を使う

かぎりにおいて、かなり贅沢に空間を

使っているということに、多くの人は

気が付いてない。だから渋滞対策には

道路を作れということになる。考えて

みよう。自動車が時速３６ｋｍで４０

ｍの車間距離を取って走っているとし

よう。毎秒１０ｍで走っているから、

４秒に１台。ということは１分１５

台、１時間にたった９００台しか流れ

ない。まあ１時間に１０００人という

ところだ。信号があったり渋滞すると

もっと流れない。

　ところが５０人乗ったバスが１分に

１台走ったら、３０００人運べる。路

面電車もＭＯＭＯのように２連接にし

たら１５０人は乗れる。ヨーロッパで

は３連接で２５０人。毎分１本でなん

と１５０００人運べる。そうです。路

面電車は都市の道路の有効利用になる

のです。だから国土交通省が補助制度

まで作って支援しているという理屈な

のですよ。

　だから路面電車を伸ばすということ

は、その大量輸送という特徴を生かす

ような都市政策をからめないと何の意

味もないということなのです。

　最後に平均的乗車人員で計算する炭

酸ガスの量は、路面電車１、バス３、

自動車９。地球温暖化対策には、路面

電車は有効というわけ。皆さん、スマ

トラ地震津波も、温暖化による水面上

昇が影響して被害が拡大しているは

ず。昨年の岡山の台風による高潮、こ

れを我々は経験していますが、少しで

も努力しないといけませんね。
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　今回はロケーションシステムのお話

です。渋滞が酷くてなかなかダイヤ通

りにバスや路面電車が来ないという経

験はありませんか？こんな時に役に立

つのがロケーションシステムというバ

スや電車がどこを走っているのか、分

かるシステムです。東京や京都、大阪

などでは一般的なシステムですが、岡

山でも実は導入され始めています。

・両備バスと岡電バス

　国道 30 号線を走る系統で国土交通

省岡山国道事務所が行っています。

　バス停に表示器はなく、携帯電話（ｉ

モードやＥＺＷｅｂ）やインターネッ

ト経由で見ることが出来ます。

対象路線ならどのバス停でも見ること

が出来ます。

路線バスにＧＰＳを搭載して、渋滞状

況と計算し、バス停の到着予測時刻が

分かります。

対象路線は両備バスは国道 30 号線を

走る岡山駅～宇野駅方面など、岡電バ

スは岡山駅～大東などです。

※国土交通省岡山国道事務所

　http://www2.okakoku-mlit .

go.jp/BUS/

ただし、現在メンテナンス不備等によ

り事実上使用不可。

・岡電の路面電車

　ＭＯＭＯ導入の時に合わせて、ロケー

ションシステムが導入されました。

岡山駅前、城下（岡山駅方面）、県庁通

り（岡山駅方面）、東山、郵便局前（岡

山駅方面）、清輝橋に表示器が設けられ

ています。また、携帯電話やインター

ネット経由でも見れます。

　路面電車にＧＰＳを搭載して、電車

の到着時刻が予測されるシステムに

なっています。殆どの路面電車が対象

で、ＭＯＭＯの時には特別な表示に変

わります。ただし、ＫＵＲＯなど古い

電車にはＧＰＳを搭載していません。

パソコン

　http://www.okayama-kido.co.jp/

携帯電話

　http://www.okayama-kido.co.jp/

trami/

・宇野バス

　1 月 18 日より試験サービスが始ま

り、2 月からは本格実施される予定で

す。岡山駅、岡山駅前（中銀岡山駅前

支店前※現在建替中）、県庁前に接近表

示器が置かれます。

　岡山の路線バスでは初めてバス停に

接近表示器が設置されました。（いたず

らとかで破損が怖くて置けなかったの

です）

　県警の交通管制システムと接続して

おり、カーナビの渋滞情報提供システ

ムでおなじみの光ビーコンで、バスの

現在地が分かります。バスが接近する

と表示と音声で分かるバリアフリーな

システムになっています。

　もともとはバスが渋滞に巻き込まれ

ない公共車両優先通行システム（ＰＴ

ＰＳ）を流用したシステムですが、全

国で導入されたケースは少なく熊本ぐ

らいしかありません。将来には郊外に

も置くことを目指しているそうです。

ちなみに全ての路線が対象になってい

ます。（ただし、宇野バス以外のバスは

表示されません）

※宇野バス

　http://www.unobus.co.jp/

　岡山市は国や自治体から今までより

たくさん補助がいただけるオムニバス

タウンの指定を受けたことで、他の路

線へロケーションシステム導入を目指

していますが、岡山市内では２つの方

式が乱立することになってしまいまし

た。

　警察の交通管制システムとつないだ

方式は通信コストが掛からない分、バ

ス会社の運用コストが安いのですが、

今のところ、携帯電話やインターネッ

トでは分かりません。一方ＧＰＳを

使った方式はバスの現在地が正確に分

かり、到着時刻まで自動で予測するの

で、携帯電話やインターネットで見な

がら買い物や家での用事がぎりぎりま

で出来るメリットがあります。ただし、

バス事業者にも利用者にも通信回線コ

ストが掛かるデメリットがあります。

　どちらも一長一短がありますが、利

用者のためを思って、より良い統一さ

れた方式のロケーションシステムを導

入してほしいものです。

　それよりも、ダイヤどおりにバスが

走ってくれれば、こんなシステムいら

ないのですけどね。

リポート／藤井正史

▲宇野バスが今年２月から運用を

　開始するバスロケーションシステム


